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《
二
〇
一
七
年
一
一
月
三
日
開
催　

講
演
会
「
災
害
と
日
本　

第
六
回
」
要
旨
》

神
田
外
語
大
学
周
辺
の
災
害
の
歴
史
　
そ
の
二

土
田
　
宏
成

は
じ
め
に

本
講
演
会
は
、
神
田
外
語
大
学
が
あ
る
首
都
圏
の
災
害
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
防
災
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
〇
一
四
年
七
月
一

五
日
に
行
っ
た
講
演
会
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
本
学
が
位

置
す
る
幕
張
を
中
心
と
し
た
千
葉
県
に
被
害
を
生
じ
た
自
然
災
害
に
つ

い
て
、
全
般
的
に
扱
っ
た（

（
（

。
重
要
な
情
報
は
繰
り
返
し
伝
え
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
今
回
の
講
演
会
に
は
、
前
回
の
内
容
と
重
複
す
る
部
分
も

あ
る
が
、
①
近
年
の
研
究
成
果
を
加
え
る
、
②
自
然
災
害
だ
け
で
な

く
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
災
に
も
触
れ
る
、
③
地
域
は
や
や
広
く
取

り
、
幕
張
を
中
心
と
す
る
首
都
圏
と
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
、
新
た
な
情

報
や
視
点
を
付
け
加
え
る
。

以
下
、
本
講
演
会
で
扱
う
災
害
の
概
要
に
つ
い
て
特
に
断
り
が
な
い

場
合
は
、
次
の
三
つ
の
文
献
に
依
拠
す
る
。
い
ず
れ
も
災
害
の
歴
史
を

知
る
た
め
の
基
本
文
献
で
あ
る
。

国
立
天
文
台
編
『
理
科
年
表　

平
成
二
九
年
』（
丸
善
出
版
、
二
〇

一
六
年
）。

北
原
糸
子
・
松
浦
律
子
・
木
村
玲
欧
編
『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

宇
佐
美
龍
夫
・
石
井
寿
・
今
村
隆
正
・
武
村
雅
之
・
松
浦
律
子
編

『
日
本
被
害
地
震
総
覧　

599-2012

』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三

年
）。1　

江
戸
時
代
の
災
害

①
元
禄
地
震

元
禄
地
震
は
、
一
七
〇
三
年
一
二
月
三
一
日
（
元
禄
一
六
年
一
一
月

二
三
日
、
以
下
江
戸
時
代
に
つ
い
て
は
旧
暦
の
日
付
も
記
す
）
に
発
生

し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
九
～
八
・
二
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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現
在
の
神
奈
川
・
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
で
震
度
が
大
き
く
、
特
に
小
田

原
（
死
者
約
二
三
〇
〇
人
）
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
津
波
が
千
葉
県

銚
子
市
の
犬
吠
埼
か
ら
伊
豆
半
島
下
田
の
沿
岸
に
襲
来
し
た
。
南
房
総

や
九
十
九
里
地
域
な
ど
を
大
津
波
が
襲
い
、
房
総
半
島
で
の
死
者
は
約

六
五
〇
〇
人
に
上
っ
た
。
地
震
全
体
の
死
者
は
約
一
万
人
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
に
発
生
す
る
、
一
九
二
三
年
に
関
東
大
震

災
を
引
き
起
こ
し
た
地
震
と
同
タ
イ
プ
の
も
の
だ
が
、
元
禄
地
震
で
は

千
葉
県
東
部
沿
岸
に
も
大
津
波
が
襲
来
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
元
禄

地
震
の
震
源
域
は
一
九
二
三
年
の
地
震
よ
り
も
広
く
、
房
総
半
島
沖
合

に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
元
禄
型
関
東
地
震
が
発
生
す
る
間
隔
は
、

平
均
約
二
三
〇
〇
年
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
七
年
、
安

藤
亮
輔
・
宍
倉
正
展
・
横
山
祐
典
ら
の
東
京
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ

り
、
同
地
震
の
発
生
間
隔
は
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
最
短
で
五
〇
〇
年

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（
（

。
ま
だ
ま
だ
地
震
の
発
生
パ
タ
ー

ン
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

②
宝
永
地
震
と
富
士
山
噴
火

元
禄
地
震
か
ら
四
年
後
の
一
七
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日
（
宝
永
四
年

一
〇
月
四
日
）、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地
震
（
宝
永
地

震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
六
）
が
発
生
し
た
。
揺
れ
と
津
波
に
よ
り

東
海
か
ら
九
州
ま
で
の
太
平
洋
側
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
（
死
者
二
万
人
以
上
）。

そ
れ
か
ら
約
五
〇
日
後
の
一
七
〇
七
年
一
二
月
一
六
日
（
宝
永
四
年

一
一
月
二
三
日
）
に
富
士
山
が
噴
火
し
た
。
大
量
の
火
山
灰
な
ど
の
噴

出
物
に
よ
っ
て
、
建
築
や
農
地
な
ど
に
被
害
が
生
じ
た
。
降
灰
は
、
現

在
の
首
都
圏
に
も
及
ん
で
い
た
。
こ
の
噴
火
は
山
頂
か
ら
の
噴
火
で
は

な
く
、
南
東
の
斜
面
か
ら
の
噴
火
で
あ
っ
た
（
宝
永
火
口
）。
以
後
、

富
士
山
の
噴
火
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
が
直
近
の
噴
火
で

あ
る（

（
（

。
富
士
山
は
活
火
山
で
あ
る
。
今
か
ら
三
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
相
模
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
の
四
年
後
に
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
・
富
士
山
噴
火

が
続
く
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
た
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て

大
き
な
教
訓
で
あ
る
。
こ
う
し
た
最
悪
の
事
態
に
対
す
る
備
え
が
必
要

な
の
だ
が
、
富
士
山
噴
火
に
と
も
な
う
首
都
圏
の
火
山
灰
対
策
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
不
十
分
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
一
〇
月
の
報
道
に
よ
れ

ば
、「
富
士
山
が
噴
火
し
て
、
首
都
圏
に
火
山
灰
が
降
っ
た
場
合
な
ど

に
備
え
、
政
府
は
対
策
の
指
針
を
新
た
に
作
る
方
針
を
固
め
た
。
経
済

被
害
は
最
大
で
二
兆
五
千
億
円
と
想
定
さ
れ
な
が
ら
、
火
山
灰
へ
の
対

策
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
だ
と
し
て
、
年
内
に
も
有
識
者
会
議
を
設
置

し
て
議
論
を
始
め
る
」
と
い
う
状
況
で
あ
る（

（
（

。

③
安
政
の
地
震
と
水
害

一
八
五
四
年
一
二
月
二
三
日
、
二
四
日
（
嘉
永
七
年
〈
安
政
元
年
〉
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神田外語大学周辺の災害の歴史　その二

一
一
月
四
、
五
日
）
に
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
（
安
政
東
海
地
震
・

安
政
南
海
地
震
、
い
ず
れ
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
）
が
連
続
し
て

発
生
し
、
揺
れ
と
津
波
に
よ
り
東
海
か
ら
九
州
の
太
平
洋
側
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
い
ず
れ
の
地
震
で
も
死
者
は
数
千
人
と

さ
れ
る
。
現
在
、
一
一
月
五
日
が
「
津
波
防
災
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
日
付
は
安
政
南
海
地
震
に
ち
な
む
。

翌
年
の
一
八
五
五
年
一
一
月
一
一
日
（
安
政
二
年
一
〇
月
二
日
）、

江
戸
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
～
七
・
一
の
大
地
震
が
襲
っ
た
。
江

戸
と
そ
の
付
近
、
特
に
地
盤
の
悪
い
下
町
で
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
地

震
後
、
同
時
多
発
火
災
も
発
生
し
た
が
、
風
が
静
か
で
あ
っ
た
た
め
に

焼
失
面
積
は
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も

家
屋
の
倒
壊
と
火
災
に
よ
り
、
一
万
人
前
後
の
死
者
が
出
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
と
首
都
直
下
地

震
が
続
い
て
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

安
政
江
戸
地
震
の
二
年
後
、
一
八
五
六
年
九
月
二
三
日
（
安
政
三
年

八
月
二
五
日
）、
江
戸
を
台
風
が
襲
い
、
高
潮
に
よ
る
大
き
な
被
害
を

出
し
た
。
防
災
学
者
の
河
田
惠
昭
氏
は
、
上
記
の
地
震
と
合
わ
せ
、
こ

れ
ら
一
連
の
災
害
を
「
安
政
の
巨
大
複
合
災
害
」
と
呼
び
、
江
戸
幕
府

が
倒
れ
た
原
因
と
し
て
、
欧
米
列
強
の
外
圧
と
、
国
内
の
討
幕
運
動
に

加
え
、
巨
大
災
害
の
連
続
も
重
視
す
べ
き
だ
と
す
る
説
を
唱
え
て
い

る（
（
（

。

2　

明
治
・
大
正
期
の
災
害

①
明
治
四
三
年
関
東
大
水
害

時
代
が
明
治
に
な
っ
て
も
災
害
は
続
く
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）

年
八
月
、
梅
雨
前
線
と
台
風
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
、
関
東
地
方
各
地
で

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
、
死
者
七
六
九
人
、
行
方
不
明
七
八
人
が
発

生
し
た
。
そ
の
翌
年
一
九
一
一
年
、
東
京
都
心
部
を
水
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
荒
川
の
水
を
東
京
湾
へ
と
速
や
か
に
流
せ
る
よ
う
に
す
る
新
た

な
水
路
づ
く
り
が
始
ま
る
。
荒
川
放
水
路
開
削
事
業
で
あ
る
。
完
成

（
一
九
三
〇
年
）
ま
で
二
〇
年
近
く
か
か
っ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
っ
た
。
新
水
路
は
、
現
在
荒
川
本
流
と
な
っ
て
い
る
。

②
大
正
六
年
東
京
湾
台
風
災
害

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
〇
月
一
日
、
首
都
圏
を
強
力
な
台
風
が

襲
っ
た
。
台
風
の
中
心
気
圧
は
九
五
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
近
く
ま
で
下

が
り
、
東
京
で
の
最
大
風
速
は
四
三
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。
特
に
東

京
湾
岸
で
高
潮
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
死
・
行
方
不
明
は

約
一
三
〇
〇
人
以
上
で
あ
っ
た（

（
（

。

③
関
東
大
震
災

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
に
、
関
東
南
部
で
マ
グ
ニ
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チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
地
震
が
発
生
し
た
。
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
地
震

で
あ
る
。
地
震
後
に
発
生
し
た
同
時
多
発
火
災
は
強
風
に
煽
ら
れ
て
巨

大
な
火
災
と
な
り
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
東
京
・
横
浜
を
中
心
に
全
体

で
、
死
者
・
不
明
者
は
一
〇
万
五
千
余
人
に
上
っ
た
。
千
葉
県
で
も
、

震
源
域
に
近
い
南
部
を
中
心
に
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
深
刻
で
一

三
〇
〇
人
を
超
え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
て
い
る
。
相
模
湾
か

ら
伊
豆
半
島
に
か
け
て
津
波
に
よ
る
被
害
も
あ
っ
た
。

未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
中
央
政
府
も
被
災
し
た

こ
と
、
通
信
手
段
が
破
壊
さ
れ
情
報
不
足
に
陥
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
人
々
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
。「
朝
鮮
人
に
よ
る
暴
動
」
な

ど
の
事
実
と
異
な
る
流
言
が
飛
び
交
っ
た
。
当
時
朝
鮮
半
島
は
日
本
の

植
民
地
統
治
下
に
あ
っ
た
。
流
言
を
信
じ
た
日
本
の
軍
や
警
察
、
民
間

の
自
警
団
が
朝
鮮
人
を
殺
傷
す
る
事
件
も
起
き
て
い
る（

（
（

。

3　
関
東
大
震
災
の
経
験
が
そ
の
後
（
昭
和
戦
前
期
）
に
与
え
た
影
響（
（1
（

①
関
東
大
震
災
後
の
大
規
模
災
害
対
策

関
東
大
震
災
の
少
し
前
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一

八
年
）
か
ら
飛
行
機
は
兵
器
と
し
て
本
格
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
都
市
に
対
し
て
上
空
か
ら
爆
弾
を
投
下
す
る

戦
法
も
生
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
都
市
が
攻
撃
を
受
け
た
。
主
戦
場

で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
日
本
は
空
襲
を
受
け
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
木
造
家
屋
が
密
集
す
る
日
本
の
都
市
が
空

襲
を
受
け
た
ら
、
被
害
は
よ
り
深
刻
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。

空
襲
と
い
う
新
た
な
脅
威
の
登
場
が
、
震
災
の
見
方
に
も
影
響
を
与

え
た
。
関
東
大
震
災
は
、
大
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
た
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
都
市
が
空
襲
を
受
け
た
ら
ど
う
な
る
か
を
も
示
す
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
大
規
模
災
害
対

策
が
立
案
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
こ
に
は
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
だ
け

で
な
く
、
空
襲
も
想
定
さ
れ
て
い
た
。

関
東
大
震
災
か
ら
得
ら
れ
た
主
な
教
訓
は
、
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

①
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
関
係
す
る
政
府
、
軍
、
府
県
、
警
察
・

消
防
、
市
町
村
、
公
的
団
体
、
民
間
会
社
、
民
間
団
体
等
が
連
携
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
広
域
に
わ
た
る
混
乱
や
同
時
多
発
火
災
な
ど
に

対
し
て
、
不
足
す
る
警
察
力
・
消
防
力
を
補
う
た
め
、
組
織
的
か
つ
秩

序
だ
っ
た
形
で
市
民
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
関
東

大
震
災
時
の
「
自
警
団
」
の
よ
う
に
暴
走
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

関
東
大
震
災
後
、
他
の
都
市
に
さ
き
が
け
て
、
こ
う
し
た
教
訓
に
基

づ
く
態
勢
を
整
え
た
の
は
、
大
阪
市
で
あ
っ
た
。
関
東
大
震
災
か
ら
一

年
後
の
一
九
二
四
年
九
月
に
は
、「
大
阪
市
非
常
変
災
要
務
規
約
」
が

制
定
さ
れ
、
関
係
諸
機
関
の
代
表
を
集
め
た
委
員
会
を
設
置
し
て
連
携

を
確
保
し
、
そ
の
下
に
市
民
を
組
織
的
に
動
員
す
る
た
め
の
し
く
み
が

つ
く
ら
れ
た
。
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関
東
大
震
災
後
、
次
に
大
地
震
に
襲
わ
れ
る
の
は
大
阪
だ
と
い
わ
れ

て
い
た
。
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
関
西
地
方
で
地
震
が
連
続
す

る
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
五
月
に
は
北
但
馬
地
震
（
兵
庫
県
北

部
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
、
死
者
四
二
八
人
）、
一
九
二
七
（
昭

和
二
）
年
三
月
に
は
北
丹
後
地
震
（
京
都
府
北
西
部
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
三
、
死
者
二
九
二
五
人
）
が
発
生
し
た
。
北
丹
後
地
震
で
は
大

阪
で
も
死
者
が
出
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
九
二
八
年
七
月
に
大
阪
防
空
演
習
が
実

施
さ
れ
た
。
日
本
で
初
め
て
都
市
を
演
習
区
域
と
し
て
一
般
市
民
を
参

加
さ
せ
た
防
空
演
習
で
あ
る
。
演
習
で
は
、
各
種
団
体
を
動
員
し
て
の

灯
火
管
制
（
夜
間
、
敵
の
飛
行
機
に
目
標
を
与
え
な
い
よ
う
に
灯
り
を

消
し
た
り
、
隠
し
た
り
す
る
）、
警
備
、
消
防
、
救
護
等
の
訓
練
が
行

わ
れ
た
。
名
称
は
「
防
空
演
習
」
で
あ
っ
た
が
、
空
襲
だ
け
で
な
く
、

大
火
や
大
地
震
へ
の
対
応
も
想
定
さ
れ
て
い
た
。
前
述
の
「
大
阪
市
非

常
変
災
要
務
規
約
」
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
阪
の
取
組
み
は
、
他
の
都
市
に
も
影
響
を
与
え
、
以

後
、
各
地
で
防
空
演
習
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
戦
争
の
時
代
へ

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
に
勃
発
し
た
満
州
事
変
か
ら
、
日
本

は
戦
争
の
時
代
に
突
入
す
る
。
以
後
、
大
規
模
災
害
対
策
に
お
い
て
、

自
然
災
害
対
策
の
比
重
は
下
が
り
、
空
襲
対
策
（
防
空
）
が
重
点
化
さ

れ
る
。
東
京
に
も
、
大
阪
と
同
様
の
市
民
動
員
の
し
く
み
が
導
入
さ

れ
、
一
九
三
三
年
八
月
に
東
京
を
中
心
と
し
た
関
東
防
空
演
習
が
実
施

さ
れ
る
。

防
空
の
重
点
化
と
と
も
に
、
大
量
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
て
同
時
多

発
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
課
題

と
な
っ
た
。
広
域
に
同
時
多
発
火
災
が
発
生
し
た
ら
、
消
防
機
関
だ
け

で
は
人
手
が
足
り
な
い
。
し
か
も
焼
夷
弾
は
、
火
災
を
引
き
起
こ
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
燃
焼
力
を
高
め
た
兵
器
だ
か
ら
、
消
火
も
困
難
で

あ
っ
た
。

そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
市
民
が
焼
夷
弾
の
落
下
を
監
視
、
で

き
る
だ
け
早
く
発
見
し
、
周
囲
の
可
燃
物
に
水
を
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
延
焼
を
防
ぐ
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
焼
夷
弾
そ
の
も
の
が
燃
え

て
も
、
そ
の
火
が
燃
え
広
が
ら
な
け
れ
ば
被
害
を
食
い
止
め
ら
れ
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
戦
時
中
の
市
民
の
暮
ら
し
を
記
録
し
た
写
真
や
動

画
で
、
市
民
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
り
消
火
訓
練
を
し
て
い
る
の
を
み

た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
と
思
う
。

一
九
三
七
年
四
月
、
防
空
法
が
公
布
さ
れ
、
防
空
が
国
民
の
義
務
に

な
っ
た
。
七
月
に
は
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
日
本
は
中
国
と
の
全
面
戦

争
に
突
入
、
そ
れ
を
受
け
一
〇
月
に
防
空
法
が
施
行
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
日
米
戦
争
を
前
に
し
て
防
空
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
国
民
の
義
務

は
強
化
、
前
述
の
初
期
防
火
も
義
務
化
さ
れ
た
。
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③
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
空
襲

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
日
本
本
土
が
初
め
て
空
襲
を
受
け
た

の
は
、
一
九
四
二
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
真
珠

湾
の
米
軍
基
地
を
攻
撃
し
、
対
米
戦
争
に
突
入
し
て
か
ら
約
四
ヵ
月
後

の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
頃
、
日
本
軍
は
優
勢
に
戦
い
を
進
め

て
お
り
、
米
軍
の
空
襲
は
少
数
機
に
よ
る
奇
襲
で
あ
っ
た
。
本
土
空
襲

が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
四
四
年
秋
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
間
に
も
戦
局
の
不
利
化
と
と
も
に
、
い
ず
れ
本
格
的

な
空
襲
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
空
襲
激
化
の
情
報
も
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
九
四
三
年
九
月
一
日
は
関
東
大
震
災
の
二
〇
周
年
の
記
念
日
で

あ
っ
た
。
震
災
の
記
憶
と
教
訓
が
想
起
さ
れ
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
受
け

る
空
襲
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
た
。
た
と
え
ば
、『
朝
日
新
聞
』
一

九
四
三
年
九
月
一
日
（
夕
刊
）
で
は
、

思
ひ
起
す
二
十
年
前
、
関
東
一
帯
に
起
つ
た
あ
の
震
火
災
の
惨
害

は
「
空
襲
必
至
」
の
時
局
下
に
強
く
回
顧
し
、
深
く
省
み
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
鬼
畜
敵
米
英
が
銃
後
の
動
揺
と
混
乱
を
狙
つ
て
す

で
に
イ
タ
リ
ア
に
、
ド
イ
ツ
に
試
み
つ
ゝ
あ
る
爆
撃
の
実
相
は
、

ま
こ
と
震
災
当
時
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
多
々
あ
る
で
は
な
い

か
。
あ
の
と
き
今
日
の
半
分
も
の
訓
練
が
市
民
に
あ
つ
た
な
ら
、

己
を
捨
て
ゝ
消
火
に
努
め
る
心
構
へ
が
出
来
て
ゐ
た
ら
、
僅
少
の

災
害
で
食
い
止
め
得
た
で
あ
ら
う

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
大
規
模
空
襲
に
最
も
似
た
経
験
と
し
て
、
関
東
大
震
災

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
民
に
よ
る
消
防
活
動
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ

た
。し

か
し
、
大
戦
末
期
に
米
軍
が
超
大
型
爆
撃
機
Ｂ
29
を
用
い
て
行
っ

た
、
市
街
地
を
目
標
と
し
た
無
差
別
大
量
焼
夷
弾
攻
撃
に
対
し
て
は
、

防
空
活
動
の
効
果
は
乏
し
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
年
三
月
一
〇
日
未

明
、
東
京
下
町
が
ね
ら
わ
れ
た
「
東
京
大
空
襲
」
で
は
、
木
造
家
屋
の

密
集
エ
リ
ア
に
強
風
と
い
う
悪
条
件
も
重
な
り
、
巨
大
な
火
災
に
よ
っ

て
一
晩
で
推
定
一
〇
万
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
江
戸
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
首
都
圏
に
お
け
る

災
害
の
歴
史
を
概
観
し
た
。
歴
史
（
＝
過
去
の
経
験
）
に
学
ぶ
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
知
る
。
次
は
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
引

き
出
し
、
来
た
る
べ
き
災
害
に
対
す
る
備
え
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か

で
あ
る
。

本
稿
の
後
半
で
は
、
関
東
大
震
災
の
経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
教
訓

が
、
そ
の
後
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
み
た
。
一
九

四
五
年
の
巨
大
な
被
害
と
い
う
結
末
を
み
れ
ば
、「
教
訓
」
は
生
か
さ

れ
た
と
は
い
え
な
い
。
災
害
の
歴
史
を
連
続
的
に
み
て
い
く
こ
と
で
、



97

神田外語大学周辺の災害の歴史　その二

教
訓
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
（
本
稿
は
、
講
演
会
の
内
容
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
）。

註（
1
）
そ
の
要
旨
は
、
土
田
宏
成
「
神
田
外
語
大
学
周
辺
の
災
害
の

歴
史
」、『
神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
紀
要
』
第
七
号
（
二
〇
一

五
年
）。

（
2
）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『1703 

元
禄
地
震
』（
二
〇
一
三
年
三
月
）、http://w

w
w

.
bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/pdf/genroku_light.pdf

、
最

終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
。

（
3
）
安
藤
亮
輔
・
宍
倉
正
展
・
横
山
祐
典
「
元
禄
型
関
東
地
震
の

再
来
間
隔
、
最
短2000

年
で
は
な
く500

年
」、
東
京
大
学
大
学

院
理
学
研
究
科
・
理
学
部
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
一
七
年
五
月

一
一
日
）、https://w

w
w

.s.u-tokyo.ac.jp/ja/press/2017/53 
69/

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
。

（
4
）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『1707 

富
士
山
宝
永
噴
火
』（
二
〇
〇
六
年
三
月
）、

h
ttp

://w
w

w
.b

ou
sai.g

o.jp
/k

y
oik

u
/k

y
ok

u
n

/
kyoukunnokeishou/rep/1707_houei_fujisan_funka/
index.htm

l

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
。

（
5
）
竹
野
内
崇
宏
「
富
士
山
火
山
灰
、
政
府
が
対
策
指
針
策
定
へ　

ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
」「
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
」、
二
〇
一
七
年
一

〇
月
九
日
二
三
時
五
四
分
の
配
信
、http://w

w
w

.asahi.com
/

articles/A
SK

B54RCPK
B5U

BQ
U

00P.htm
l

、
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
。

（
6
）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『1855 

安
政
江
戸
地
震
』（
二
〇
〇
四
年
三
月
）。http://

w
w

w
.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/

rep/1855_ansei_edo_jishin/index.htm
l

、
最
終
閲
覧
日
：
二

〇
一
七
年
一
二
月
三
日
。

（
7
）
河
田
惠
昭
『
日
本
水
没
』（
朝
日
新
聞
出
版
〈
朝
日
新
書
〉、

二
〇
一
六
年
）。

（
8
）
千
葉
県
環
境
財
団
編
『
防
災
誌　

風
水
害
と
の
闘
い
』（
千
葉

県
総
務
部
消
防
地
震
防
災
課
、
二
〇
一
〇
年
）、
千
葉
県
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開https://w

w
w

.pref.chiba.lg.jp/bousai/
bousaishi/husuigai.htm

l

、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
一
一

月
三
日
。

（
9
）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『1923 

関
東
大
震
災
』【
第
一
編
】（
二
〇
〇
六
年
）、

h
ttp

://w
w

w
.b

ou
sai.g

o.jp
/k

y
oik

u
/k

y
ok

u
n

/
kyoukunnokeishou/rep/1923_kanto_daishinsai/index.
htm

l
、【
第
二
編
】（
二
〇
〇
九
年
）、http://w

w
w

.bousai.
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go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1923_
kanto_daishinsai_2/index.htm

l

、
い
ず
れ
も
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
一
七
年
一
一
月
三
日
。

（
10
）　

以
下
の
記
述
は
主
に
土
田
宏
成
『
帝
都
防
衛　

戦
争
・
災

害
・
テ
ロ
』（
吉
川
弘
文
館
〈
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉、
二
〇

一
七
年
）
に
よ
る
。


